
レオナード・スチーミックス・タンデム型 

ホース洗浄用ユニット 

ＴＸＦ－２０３ＡＬⅡ 用 
（ＴＸＳＦ型共用） 

メンテナンス ガイド 
ご使用中のユニットのメンテナンスについて、症状別にメンテナス方法をご案内いたします。 

メ ン テ ナ ン ス に つ き ま し て 、 十 分 安 全 に 配 慮 し 行 っ て く だ さ い 。 

ま た 、 下 記 の 点 は 特 に 注 意 し て 作 業 を 行 っ て 下 さ い 。 

ユニット用メンテナンスバルブを閉にして下さい。 

ユニット内の残圧が残っていないか確認して下さい。 

配管が高温になっている場合があります、ご注意ください。 

 

 



 

 

内部部品構造内部部品構造内部部品構造 



ホース洗浄用ユニット「ＴＸＦ

「ダイヤフラム

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

するユニットです

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化すること

 又

ますが、

があります。

回復することができます。

 

 

①

②

③

ホース洗浄用ユニット「ＴＸＦ

「ダイヤフラム

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

するユニットです

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化すること

又、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

ますが、バルブの当たり面の劣化

があります。しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を

回復することができます。

 定期点検事項

① 

蒸気圧力・給水圧力の

☆定期的に点検くださ

② 

ストレーナーにゴミ等が

詰まっていないか

☆定期的に点検くださ

③ 

グランドナット

漏れがないか

ホース洗浄用ユニット「ＴＸＦ

「ダイヤフラム 

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

するユニットです。この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型し

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化すること

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

バルブの当たり面の劣化

しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を

回復することができます。

定期点検事項 

蒸気圧力・給水圧力の

確認 

☆定期的に点検くださ

い。 

ストレーナーにゴミ等が

詰まっていないか？

 

 

 

 

 

☆定期的に点検くださ

い。 

グランドナット部分より

漏れがないか？ 

 

 

 

 

 

ホース洗浄用ユニット「ＴＸＦ－２０３ＡＬ」シリーズは、ミキシングバルブ内部

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型し

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化すること

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

バルブの当たり面の劣化により、一時停止中に温水温度が上昇する可能性

しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を

回復することができます。 

日常点検

 

蒸気圧力・給水圧力の

☆定期的に点検くださ

ご使用

ストレーナーにゴミ等が 

？ 

☆定期的に点検くださ

プラグを外し、中のスクリーンを清掃してください。

部分より 

 

・漏れている場合は、

・漏れが止まらない場合はステムパッキンの交換が必要で

す。 

－２０３ＡＬ」シリーズは、ミキシングバルブ内部

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型し

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化すること

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

により、一時停止中に温水温度が上昇する可能性

しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を

日常点検

ご使用条件から外れている場合は、調整してください。

プラグを外し、中のスクリーンを清掃してください。

・漏れている場合は、

・漏れが止まらない場合はステムパッキンの交換が必要で

 

－２０３ＡＬ」シリーズは、ミキシングバルブ内部

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型し

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化すること

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

により、一時停止中に温水温度が上昇する可能性

しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を

日常点検 

対処

条件から外れている場合は、調整してください。

プラグを外し、中のスクリーンを清掃してください。

・漏れている場合は、スパナで軽く増し締めして下さい。

・漏れが止まらない場合はステムパッキンの交換が必要で

－２０３ＡＬ」シリーズは、ミキシングバルブ内部

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型し

ので、耐久性はありますが、長年のご利用で劣化することは避けられません。

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

により、一時停止中に温水温度が上昇する可能性

しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を

対処 

条件から外れている場合は、調整してください。

プラグを外し、中のスクリーンを清掃してください。

スパナで軽く増し締めして下さい。

・漏れが止まらない場合はステムパッキンの交換が必要で

－２０３ＡＬ」シリーズは、ミキシングバルブ内部

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型し

は避けられません。

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

により、一時停止中に温水温度が上昇する可能性

しかしこれらの部品を交換することにより初期の性能を 

条件から外れている場合は、調整してください。

プラグを外し、中のスクリーンを清掃してください。 

 

スパナで軽く増し締めして下さい。

・漏れが止まらない場合はステムパッキンの交換が必要で

－２０３ＡＬ」シリーズは、ミキシングバルブ内部

アッセンブリー」にて給水圧の差圧の力を利用し「蒸気バルブ」を開き温水を供給

この「ダイヤフラムアッセンブリー」は特殊ゴムを成型したも

は避けられません。 

、スプレーガンで一時停止中「蒸気バルブ」は蒸気を遮断する構造になってい

により、一時停止中に温水温度が上昇する可能性

条件から外れている場合は、調整してください。 

スパナで軽く増し締めして下さい。 

・漏れが止まらない場合はステムパッキンの交換が必要で



� 手順１・・・グランドパッキンの増し締め及び交換方法。

� 手順２・・・蒸気バルブキット・

� 手順３・・・ダイヤフラムアッセン

� 手順４・・・最高温度設定

� 手順５

� 手順６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆定期的に点検くださ

手順１・・・グランドパッキンの増し締め及び交換方法。

手順２・・・蒸気バルブキット・

手順３・・・ダイヤフラムアッセン

手順４・・・最高温度設定

手順５・・・タンデムボールバルブ交換方法

手順６・・・タンデムボールバルブメンテ方法

 

 

☆定期的に点検くださ

い。 

手順１・・・グランドパッキンの増し締め及び交換方法。

手順２・・・蒸気バルブキット・

手順３・・・ダイヤフラムアッセン

手順４・・・最高温度設定

・・・タンデムボールバルブ交換方法

・・・タンデムボールバルブメンテ方法

☆定期的に点検くださ

手順１・・・グランドパッキンの増し締め及び交換方法。

手順２・・・蒸気バルブキット・ディフューザーキットの交換

手順３・・・ダイヤフラムアッセンブリーの

手順４・・・最高温度設定方法 

・・・タンデムボールバルブ交換方法

・・・タンデムボールバルブメンテ方法

 

目次 

手順１・・・グランドパッキンの増し締め及び交換方法。

ディフューザーキットの交換

ブリーの交換

・・・タンデムボールバルブ交換方法 

・・・タンデムボールバルブメンテ方法

 

手順１・・・グランドパッキンの増し締め及び交換方法。

ディフューザーキットの交換

交換方法 

 

・・・タンデムボールバルブメンテ方法 

 

ディフューザーキットの交換方法 

 



故障診断 
 症状別項目 メンテナンス内容 参照手順 

④ グランド押えからの漏れ。 
・グランドパッキンの増し締めもしくは 

パッキンの交換が必要です。 

手順 1 

（Ｐ5～Ｐ7） 

⑤ 
温調レバーが操作できな

い。 

・温調スピンドル・ボネットの交換が必要で

す。 

手順 1 

（Ｐ5～Ｐ7） 

⑥ 
温調レバーが空回りす

る。 

・温調スピンドル・ボネットの交換が必要で

す。 

手順 1 

（Ｐ5～Ｐ7） 

⑦ 
スプレーガンを１時停止す

ると温度が上昇する。 

・蒸気バルブキット・もしくはデフューザーッ

キット 

の交換が必要です。 

手順 2 

（Ｐ8・9） 

⑧ 

温水の出し始めに高温水

が 

出る。 

・蒸気バルブキット・もしくはデフューザーッ

キット 

の交換が必要です。 

手順 2 

（Ｐ8・9） 

⑨ 温水にならない。 

・ストレーナーの目詰まりの可能性がありま

す。 

・供給条件の確認をして下さい。 

・ダイヤフラムアッセンブーリの劣化の可能

性があります。 

手順 1～3 

（Ｐ5～Ｐ11） 

⑨ 
タンデムボール弁を閉じ

て、水が止まらない。 

・給水側のタンデムボールバルブを交換し

て下さい。 

手順 5 

（Ｐ13） 

⑩ 

タンデムボール弁を閉じ

ても温度表示が上昇す

る。 

・蒸気側のタンデムボールバルブを交換し

て下さい。 
手順 5 

（Ｐ13） 

⑪ 
タンデムボールバルブの

スピンドル部から漏れる。 

・グランドナットを閉めても止まらない場合

は 

・スピンドルパッキンを交換して下さい。 

手順 6 

（Ｐ14） 

⑫ 
温度計が正しい温度を示

さない。 

・温度計を交換して下さい 

※ユニット納入時の付属工具をご用意ください。 

ユニット用６角レンチは「ミリ」規格ではなく「インチ」規格になっ

ております 



手順 １ 

 

・グランドパッキン増し締めの方法 

  

① 「温調レバー取付けネジ」を外し「温調ハンドル」を引き抜いて下さい。 

  「グランド押えネジ」（２か所）を漏れが止まるまで均等に増し締めをして下 

さい。 

  （漏れを止まるまで増し締めを行った場合、温調ハンドルが操作できない場合 

   はグランドパッキンを交換して下さい。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・グランドパッキン交換方法 / ボンネット取り外し方法 

② 「温調レバー取付けネジ」を外し「温調ハンドル」を引き抜いて下さい。 

「グランド押えネジ」（２か所）を外し「ボンネットスクリュー」（６本）を取 

り外して下さい、（※注意）その時ボンネット内部に「蒸気バルブキット」の 

スプリングとポペットバルブがあり、スプリングの力がボンネットにかかって

いますので、ボンネットを抑えながら外して下さい。 

 

 

 

 

③ 「温調スピンドル」を時計方向にいっぱい回した後、「ボンネット」の外側か

ら「スピンドル」を内側に押し出し、ボンネット側に残っている古いグラン

ドパッキンの残渣が残らないように取り除いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 「スピンドル」のねじ部にグリスを塗布した後、「ボンネット」内側から「ス

ピンドル」をセットしネジいっぱい奥まで回して下さい。 

   そして新しい「グランドパッキン」を奥から順次押し込み「グランドプレー 

ト」をセットして下さい。 

 

 
 

 

⑤ ボンネットパッキンを新しいものと交換後（古いパッキンの残渣が残らないよ

うにご注意ください。）「蒸気バルブ・スプリング」を「ダイヤフラムアッセン

ブリー」のスピンドルにセットし、スプリングを蒸気バルブにのせた後、「ボ

ンネット」を取付けて下さい。「ボンネットスクリュー」（６本）は均等に締め

付け下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※温水通水後増し締めを行って下さい。（手順１-①参照） 



手順 ２ 

 

 

・ 蒸気バルブキット・ディフューザーキットの交換方法 

 

※蒸気バルブキットの白色パッキン当たり面に傷や劣化があれば「蒸気バルブキット」の交換して

下さい。 

※ディフューザーキットの蒸気バルブ当た面に傷があれば「 ディフューザーキット」の交換して

下さい。 

 

 

 

① 温調レバー取付けネジ」を外し「温調ハンドル」を引き抜いて下さい。（手順 

１参照） 

「グランド押えネジ」（２か所）を外し「ボンネットスクリュー」（６本）を取 

り外して下さい、（※注意）その時ボンネット内部に「蒸気バルブキット」の 

スプリングとポペットバルブがあり、スプリングの力がボンネットにかかって 

いますので、ボンネットを抑えながら外して下さい。 

 

 

②-Ⅰ ボンネットパッキンを新しいものと交換後（古いパッキンの残渣が残らな

いようにご注意ください。）「蒸気バルブ」を「ダイヤフラムアッセンブリー」

のスピンンドルにセットしスプリングを蒸気バルブに乗せた後、「ボンネッ

ト」を取付けて下さい。「ボンネットスクリュー」（６本）は均等に締め付け

下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

②-Ⅱ 「ディフューザーキット」交換の際は、ボックスレンチで反時計方向に回 

して取り外して下さい、新しい「ディフューザーキット」交換して下さい。

（工具は３８ｍｍのボックスレンチで行って下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ボンネットパッキンを新しいものと交換後（古いパッキンの残渣が残らないよ

うにご注意ください。）「蒸気バルブ」を「ダイヤフラムアッセンブリー」のス

ピンドルにセットし、スプリングを蒸気バルブにのせた後、「ボンネット」を

取付けて下さい。「ボンネットスクリュー」（６本）は均等に締め付け下さい。 

 

 



・「ダイヤフラムアッセンブリー」の交換方法

 

① 

  

 ※（注意）「ボディー」と「ベース」に「接続

ています、取り外す際にご注意ください。

 

 

 

 

② 

  

 ※注意ボディー側に古いダイヤフラムアッセンブリ

渣が残らないように取り除いて下さい。

・「ダイヤフラムアッセンブリー」の交換方法

 ユニットを配管から取り外し、作業台に置き、手順１

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

  ボディースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

下さい。 

※（注意）「ボディー」と「ベース」に「接続

ています、取り外す際にご注意ください。

 「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

  ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

てセットし軽く指で

※注意ボディー側に古いダイヤフラムアッセンブリ

渣が残らないように取り除いて下さい。

・「ダイヤフラムアッセンブリー」の交換方法

ユニットを配管から取り外し、作業台に置き、手順１

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

 

※（注意）「ボディー」と「ベース」に「接続

ています、取り外す際にご注意ください。

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

てセットし軽く指で

※注意ボディー側に古いダイヤフラムアッセンブリ

渣が残らないように取り除いて下さい。

手順

・「ダイヤフラムアッセンブリー」の交換方法

ユニットを配管から取り外し、作業台に置き、手順１

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

※（注意）「ボディー」と「ベース」に「接続

ています、取り外す際にご注意ください。

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

てセットし軽く指で押して、ダイヤフラムが前後に動くか確認して下さい。

※注意ボディー側に古いダイヤフラムアッセンブリ

渣が残らないように取り除いて下さい。

手順 

・「ダイヤフラムアッセンブリー」の交換方法

ユニットを配管から取り外し、作業台に置き、手順１

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

※（注意）「ボディー」と「ベース」に「接続

ています、取り外す際にご注意ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

ダイヤフラムが前後に動くか確認して下さい。

※注意ボディー側に古いダイヤフラムアッセンブリ

渣が残らないように取り除いて下さい。 

 ３ 

・「ダイヤフラムアッセンブリー」の交換方法 

ユニットを配管から取り外し、作業台に置き、手順１

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

※（注意）「ボディー」と「ベース」に「接続パイプ・Ｏリング」がセットされ

ています、取り外す際にご注意ください。 

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

ダイヤフラムが前後に動くか確認して下さい。

※注意ボディー側に古いダイヤフラムアッセンブリー

ユニットを配管から取り外し、作業台に置き、手順１ 「ボンネット取り外し

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

パイプ・Ｏリング」がセットされ

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

ダイヤフラムが前後に動くか確認して下さい。

ーの残渣や

「ボンネット取り外し

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して

パイプ・Ｏリング」がセットされ

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ

ダイヤフラムが前後に動くか確認して下さい。

の残渣や Ｏリングの残

「ボンネット取り外し 

方法」により「ボンネット」・「蒸気バルブキット」を取り外してください。 

ースクリュー（８本）を外して、ユニットを裏返し「ベース」を外して 

パイプ・Ｏリング」がセットされ 

「ダイヤフラムアッセンブリー」を外し、新しいものと交換して下さい。 

ダイヤフラムアッセンブリーの４角のガイドとボディー側のガイドを合わせ 

ダイヤフラムが前後に動くか確認して下さい。 

Ｏリングの残 



 

 

 

 

 

③ 「接続パイプ・Ｏリング」位置を確認してベースをセットしボディースクリュ 

ー（８本）を均等に締め付け下さい。 

 

 

 

 

※ 接続パイプは「ダイヤフラム」の１次側・２次側の接続用です重要な部品で

すので紛失にご注意ください。 

 

④ 「蒸気バルブキット」・「ボンネット」を手順１ ⑤（Ｐ－７）の要領で取付け、

ユニットを配管にセットして下さい。 

 



・最高温度の設定

です、

 

 

① 

  

  

 

 

 

② 

  

  

・最高温度の設定

 ※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

です、 

通常運転の設定温度ではありません

 「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側）

  水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

にいっぱい回して下さい。

  タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

ブを開けて下さい。

 タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

て下さい。

  温水を出しながら「

なるまで回して下さい。

  いっぱい回しても必要な

方向にゆっくりと必要な

・最高温度の設定方法 

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

通常運転の設定温度ではありません

「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側）

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

にいっぱい回して下さい。

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

ブを開けて下さい。

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

て下さい。 

温水を出しながら「

なるまで回して下さい。

いっぱい回しても必要な

方向にゆっくりと必要な

手順

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

通常運転の設定温度ではありません

「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側）

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

にいっぱい回して下さい。 

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

ブを開けて下さい。 

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

温水を出しながら「温調レバー」を反時計方向に（高温側）必要な

なるまで回して下さい。 

いっぱい回しても必要な最高温度が得られない場合は、「水量調整弁」を時計

方向にゆっくりと必要な最高温水温度が得られるまで回して下さい。

手順 

 

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

通常運転の設定温度ではありません。 

「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側）

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

温調レバー」を反時計方向に（高温側）必要な

温度が得られない場合は、「水量調整弁」を時計

最高温水温度が得られるまで回して下さい。

 ４ 

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側）

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

温調レバー」を反時計方向に（高温側）必要な

温度が得られない場合は、「水量調整弁」を時計

最高温水温度が得られるまで回して下さい。

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側）

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

温調レバー」を反時計方向に（高温側）必要な

温度が得られない場合は、「水量調整弁」を時計

最高温水温度が得られるまで回して下さい。

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

「温調レバー」を時計方向にいっぱい回して下さい。（低温側） 

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し

温調レバー」を反時計方向に（高温側）必要な最高

温度が得られない場合は、「水量調整弁」を時計

最高温水温度が得られるまで回して下さい。 

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度

水量調整弁のキャップを外し、マイナスドライバーで水量調整弁を反時計方向 

タンデムレバーが閉になっていること確認後、蒸気・給水のメンテナンスバル 

タンデムレバーを開け「ウォータースプレーガン」の引き金を引き温水を出し 

最高温度に

温度が得られない場合は、「水量調整弁」を時計

 



  何度がタンデムレバーを開閉し、温調レバーを操作し温度の確認を行った後、

「水量調整弁」 

  キャップをセットして下さい。 

 ※水量調整弁のキャップは、誤って作業中水量を絞ってしまい高温になることを

防止するため 

 必ず取付け下さい。 

 

 

手順 ５ 

 

 
・タンデムボールバルブ交換方法 

 

①1 次側フランジボルトナット外

して下さい。 

②ユニットを接続配管から外し

て下さい。 

③ハンドル・タンデムレバーを取

り外して下さい。 

④ユニットを取り外しタンデム

ボールバルブの交換をして下さ

い。Ｌ型継手にシールテープを適

量巻き付け、新しいタンデムボー

ルバルブのスピンドルを同じ高さになるようにねじ込んで下さい。 

 

⑤同じ高さにねじ込んだあと真上か

ら左右のタンデムボールバルブのス

ピンドルが真っ直ぐに向い合せにな

る様に調整して下さい。 

 

⑥レバーハンドル・タンデムレバーを

取り付け後、何度が開閉し正常に開閉

できるか確認ご取付けて下さい。 



手順 ６ 

 
・タンデムボール弁 

タンデムボール弁（以下ボール弁）のステム部分から漏れ始めましたら、ボンネットナットを漏れ

が止まるまで増し締めして下さい。 

この時、必要以上に締めすぎないよう注意して下さい。 

多くの場合は止まりますが、もし増し締めしても止まらない、もしくは締め込みシロがなくなった場

合は、次の方法でステムパッキンを交換して下さい。 

手順 

 

 

 

 



 

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

ください。

●ステムパッキン取付方法

 

  

 

①蒸気、給水の元バルブを閉じてください。

②タンデムレバーを取り外してください。

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

パッキンの差し込む方向を確認してください。

てください。

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。

⑨ボディー①とボンネットナッ

⑩タンデムレバーを元通りに組み立ててください。

⑪供給弁を開いて漏れがあるか確認来てください。

⑫漏れがあれば少しづつ増し締めを行ってください。

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

ください。 

●ステムパッキン取付方法

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

⑤カラーを装着しボンネットナットを取付てください。

 その際締めすぎないように注意してください

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

テムが内部ボールの溝に十分に挿入されていない場

  合、ボールが破損する場合があります。

①蒸気、給水の元バルブを閉じてください。

②タンデムレバーを取り外してください。

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

パッキンの差し込む方向を確認してください。

てください。 

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。

⑨ボディー①とボンネットナッ

⑩タンデムレバーを元通りに組み立ててください。

⑪供給弁を開いて漏れがあるか確認来てください。

⑫漏れがあれば少しづつ増し締めを行ってください。

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

●ステムパッキン取付方法

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

⑤カラーを装着しボンネットナットを取付てください。

その際締めすぎないように注意してください

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

テムが内部ボールの溝に十分に挿入されていない場

合、ボールが破損する場合があります。

①蒸気、給水の元バルブを閉じてください。

②タンデムレバーを取り外してください。

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

パッキンの差し込む方向を確認してください。

 

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。

⑨ボディー①とボンネットナッ

⑩タンデムレバーを元通りに組み立ててください。

⑪供給弁を開いて漏れがあるか確認来てください。

⑫漏れがあれば少しづつ増し締めを行ってください。

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

●ステムパッキン取付方法

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

⑤カラーを装着しボンネットナットを取付てください。

その際締めすぎないように注意してください

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

テムが内部ボールの溝に十分に挿入されていない場

合、ボールが破損する場合があります。

①蒸気、給水の元バルブを閉じてください。

②タンデムレバーを取り外してください。

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

パッキンの差し込む方向を確認してください。

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。

⑨ボディー①とボンネットナット⑦には、緩み防止剤を適量塗布してください。

⑩タンデムレバーを元通りに組み立ててください。

⑪供給弁を開いて漏れがあるか確認来てください。

⑫漏れがあれば少しづつ増し締めを行ってください。

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

●ステムパッキン取付方法 

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

⑤カラーを装着しボンネットナットを取付てください。

その際締めすぎないように注意してください

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

テムが内部ボールの溝に十分に挿入されていない場

合、ボールが破損する場合があります。

①蒸気、給水の元バルブを閉じてください。 

②タンデムレバーを取り外してください。 

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

パッキンの差し込む方向を確認してください。別紙ステムパッキン取付方法を参照し

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。

ト⑦には、緩み防止剤を適量塗布してください。

⑩タンデムレバーを元通りに組み立ててください。

⑪供給弁を開いて漏れがあるか確認来てください。

⑫漏れがあれば少しづつ増し締めを行ってください。

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

⑤カラーを装着しボンネットナットを取付てください。

その際締めすぎないように注意してください 

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

テムが内部ボールの溝に十分に挿入されていない場

合、ボールが破損する場合があります。 

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

別紙ステムパッキン取付方法を参照し

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。

ト⑦には、緩み防止剤を適量塗布してください。

⑩タンデムレバーを元通りに組み立ててください。 

⑪供給弁を開いて漏れがあるか確認来てください。 

⑫漏れがあれば少しづつ増し締めを行ってください。 

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

⑤カラーを装着しボンネットナットを取付てください。 

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

テムが内部ボールの溝に十分に挿入されていない場 

③ハンドルナット⑧を外してタンデムレバーを引き抜いてください。 

④ボンネットナット⑦を緩め、ステム⑥を引き抜いてください。 

⑤ボディー内部を柔らかい布でゴミなどを取り除いてください。 

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

別紙ステムパッキン取付方法を参照し

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。

⑧カラー⑨・ボンネットナット⑦の順に組み立ててください。 

ト⑦には、緩み防止剤を適量塗布してください。

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

①ボンネットナットを外してスピンドルを抜きだしてください。 

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。

※ボンネットナットには緩み止剤を適量塗布してください。 

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

 

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型

別紙ステムパッキン取付方法を参照し

⑦ステム⑥の先端が、ボール③に溝に入っていることを確認来てください。 

ト⑦には、緩み防止剤を適量塗布してください。 

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。

③スピンドルに残っている古いパッキンのカスもきれいに取り除いてください。 

④新しいステムパッキンセットを下記の図のように順に装着してください。 

 
ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス

 

⑥ステムパッキン⑩・スラストワッシャ⑤を新しい物と交換してください。その時Ｖ型 

別紙ステムパッキン取付方法を参照し 

 

※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

②ボンネット内部に残っている古いパッキンのカスが残らない様に取り除いてください。 

 

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス
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※ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完全に閉止できない場合は、ボール弁を新しく交換して

ステムを確実に押し込んで、ボンネットナットを締めてから開閉確認を行ってください。ス
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